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士
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旧鎌倉街道

御師
旧外川家住宅

ふじやまたいやき

P

大幣司

「富士山」と「鯛」が合体！
おめでたい　たいやき♪♡♬

火祭りで使用される
富士山みこしを
見ることができる

吉田口登山道
の起点

「右ハ江戸ミち
　　左ハ甲府ミち」
と刻まれている

北口本宮冨士浅間神社

上行寺

木造では日本一
大きな鳥居！

富士急行大月線

0 1
登
拝
者
を
迎
え
る
門
、俗
界
と
神
聖
な

富
士
山
の「
結
界
」と
し
て
建
て
ら
れ
た
。

一
之
鳥
居
と
も
称
さ
れ
、富
士
山
と
い
う

神
の
山
の
鳥
居
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

0 5
富
士
山
七
合
五
勺
に
あ
る
烏
帽
子
岩

で
即
身
仏
と
な
っ
た
行
者
、食
行
身
禄

（
じ
き
ぎ
ょ
う
み
ろ
く
）像
が
祭
ら
れ
て

い
る
小
さ
な
お
堂
。

0 6
食
行
身
禄
が
宿
泊
し
た
御
師
宿
坊
。今

で
も
民
宿
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。御

師
の
家
の
特
徴
的
な
造
り
や
御
師
料

理
な
ど
当
時
の
風
情
を
満
喫
で
き
る
。

無
料
休
憩
所

御
師
町
お
休
み
処

金
鳥
居（
か
な
ど
り
い
）

大
国
屋

02
富
士
山
の
信
仰
文
化
の
歴
史
資
料
の

閲
覧
や
観
光
情
報
が
入
手
で
き
る
観

光
案
内
所
。世
界
遺
産
構
成
資
産
を
巡

る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
受
け
付
け
て
い
る
。

北
口
本
宮

冨
士
浅
間
神
社

富
士
山
吉
田
口

登
山
門

御
師

旧
外
川
家
住
宅

金
鳥
居

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

0 8
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
境
内
、西
宮

本
殿
の
脇
に
あ
る
富
士
山
頂
へ
向
か
う
吉

田
口
登
山
道
の
起
点
。6
月
30
日
の
富
士

山
開
山
前
夜
祭
で
は
神
事
も
行
わ
れ
る
。

0 7
世
界
遺
産
構
成
資
産
。本
殿
、東
宮
本

殿
、西
宮
本
殿
は
国
の
重
要
文
化
財
。

富
士
山
の
遥
拝
地
で
あ
り
、富
士
講
で

は
登
山
道
の
起
点
と
し
て
栄
え
た
。

身
禄
堂

03
金
鳥
居
か
ら
富
士
山
へ
と
続
く
旧
町
並

み
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
楽
し
め
る
。

ま
た
、富
士
山
に
ち
な
ん
だ
お
土
産
の

販
売
や
湯
茶
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

0 4
世
界
遺
産
構
成
資
産
。外
川
家
は
代
々

御
師
を
務
め
て
き
た
。主
屋
は
1
7
6
8

（
明
和
5
）年
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

富士山信仰は、江戸時代「富士講」として流行し、

富士吉田は登拝する人々の拠点として、にぎわいをみせていました。

金鳥居の先、そこはかつての聖域。

今もなお富士講の歴史の面影が残る御師の町並みをてくてくと…。

　旧外川家住宅で、外国人観光客の方に出会いました。
富士講の行衣を身に着け当時の体験を楽しんだ後も、北
口本宮冨士浅間神社へと続く富士みちに点在する当時
の面影を、丁寧に見ながら歩いていました。その様子は、
富士山の魅力は外国の方の心にも響くものなのだと、感じ
させてくれました。
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頭
を
雲
の 

上
に
出
し

四
方
の
山
を 

見
下
ろ
し
て

か
み
な
り
さ
ま
を 

下
に
聞
く

ふ
じ
は 

日
本
一
の
山

青
空
高
く 

そ
び
え
立
ち

体
に
雪
の 

き
も
の
き
て

か
す
み
の
す
そ
を 

遠
く
ひ
く

ふ
じ
は 

日
本
一
の
山

県
道
富
士
河
口
湖
富
士
線
に

 「
ふ
じ
山
」が
聞
こ
え
て
く
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

に
っ
ぽ
ん

「
ふ
じ
山
」

　
　
　
　
　文
部
省
唱
歌
／
作
詞  

巌
谷
小
波

富
士
は
日
本
一
の
山
。
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